






















































































報 告 番 号 乙第 2914 号 氏  名  小野寺 麻希 
 論文題名 
The signal intensity ratio of the optic nerve to ipsilateral frontal white matter is of 





に苦慮する事も多く、MRI が有用である。MRI の撮影方法のうち STIR 法は炎症性脱髄性疾
患を鋭敏に描出することが知られている。研究の目的は、STIR 画像上での視神経と正常大
脳白質との信号比が視神経炎の診断に有用かどうかを評価することである。   
 
 研究方法   
 急性期視神経炎の 28 人 33 神経と、視神経炎の無いコントロール群 60 人 75 神経に、MRI




するためのカットオフ値は 1.1 であった。Sensitivity は 93.9%、Specificity は 84.0%、
Accuracy は 87.0%であった。二人の評価者の一致率は 0.931 と高かった。したがって STIR
の信号比で視神経炎を診断することは、簡単で、客観的で、診断能が高く、有用であると
考えられた。                                   
 
結論 
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論文題名 
Signal intensity ratio of the optic nerve to ipsilateral frontal white 
matter is of value in diagnosing acute optic neuritis 
（視神経と同側前頭葉白質の信号比は視神経炎の診断に有用である）
結果の要旨 
 
本研究で提案された診断方法は、簡便かつ客観的で、特殊な撮影方法は必要なく、過去
の文献よりも高い診断能を有しており、急性期球後視神経炎の診断の一助となると考えら
れた。 
以上より博士の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
